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風水害 

５．大きな被害をもたらす台風や集中豪雨 

台風は、7月から 10月にかけて日本に接近・上陸するものが多く、強い風とともに広

い範囲に長時間にわたって大雨を降らせます。 

また、近年、局地的な大雨による浸水被害が多発しています。この大雨をもたらす積乱

雲（入道雲）は短時間で急激に発達するため、突発的に大雨が降ります。これは台風など

と異なり、予測が非常に困難で、急激な状況の変化により大きな被害を引き起こすことが

あります。 

 

風と雨の強さ 

 

風の強さと想定される被害 

平均風速（ｍ／秒） 予報用語 想定される被害 

１０以上～１５未満 やや強い風 
風に向かって歩きにくくなる 

傘がさせない 

１５以上～２０未満 強い風 
風に向かって歩くことができない 

高所での作業は極めて危険 

２０以上～２５未満 

非常に強い風 

ものにつかまっていないと立っていられない 

車の運転を続けるのは危険な状態となる 

２５以上～３０未満 
樹木が倒れ始める 

瓦が飛び始める 

３０以上～ 猛烈な風 
屋根が飛ばされる 

木造住宅が壊れ始める 

 

雨の強さと想定される被害 

1時間雨量（ｍｍ） 予報用語 想定される被害 

１０以上～２０未満 やや強い雨 
ざーさーと降る 雨の音で話し声がよく聞き取れない 

長く続くときは注意が必要 

２０以上～３０未満 強い雨 
どしゃぶり 傘をさしていてもぬれる 

側溝などから水があふれることがある 

３０以上～５０未満 激しい雨 
バケツをひっくり返したように降る 道路が川のようになる 

マンホールから水があふれることがある 

５０以上～８０未満 非常に激しい雨 
傘はまったく役に立たない  

地下街に雨水が流れ込むことがある 

８０以上～ 猛烈な雨 
雨による大規模な災害の発生するおそれが強く、 

厳重な警戒が必要 
 

【都市型水害の特徴】 

大都市ではアスファルトで固められた部分が多く、大量の雨水が一気に下水道へ流れ込

み、排水の処理能力を超えマンホールや側溝から地上にあふれ、地下街や地下室を襲う災

害も起こっています。地下にいるときは、安全と思い込まず、雨の降り方や降っている時

間に気をつけ、外で何が起きているのかを把握するようにしましょう。階段を流れ落ちる 

 
 

水の勢いは強く、地上への避難は困難になりますので、地下への浸水が予想されるときは 

早めに避難しましょう。 
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６．西成区で想定される水害 

（１） 河川氾濫 

長時間雨が激しく降ると、河川の増水により堤防が壊れたり、堤防から水が溢れ出して

浸水します。西成区では大和川が氾濫した場合に浸水が想定されています。 

① 淀川が氾濫した場合 

国土交通省近畿地方整備局より、新たに洪水浸水想定が公表（平成 29 年 6 月 14 日）され、  

西成区では淀川の洪水浸水想定が無くなりました。  

② 大和川が氾濫した場合 

浸水想定区域図 

［ 総雨量 280㎜の降雨（石川合流点下流）（200年に一度の降雨） および 

268㎜の降雨（石川合流点上流）（150年に一度の降雨） を想定 ］ 
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（２） 内水氾濫 

水路や下水道の排水能力を超える大雨が降ったり、河川の水位上昇により十分に排水で

きなくなると、雨水が溢れ、住宅地や道路などが冠水します。 

大阪市は、市街地の9割までが平坦な低地で自然排水が困難な浸水しやすい地形となって

おり、西成区でも過去にいくつかの地域で浸水が発生しています。大阪市では、浸水の原

因を調査し順次、対策工事を進めるなど、浸水に対するリスクの低減を図っていますが、

浸水対策が完了した地域でも、これまで浸水がなかった地域についても想定を超える豪雨

など、雨の降り方や地盤の高低によっては浸水が発生するおそれがありますので、大雨に

は十分な注意が必要です。 

※ 内水とは下水道のポンプによる排水がなければ、降雨を河川へ排水できない地域の雨水のことをいいます。 

浸水想定区域図  

（想定雨量）時間最大：93mm 総降雨量：567mm 
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（３） 高潮 

台風などに伴う気圧降下による海面の吸い上げ効果と風による海水の吹き寄せ効果の 

 ため、海面の水位が護岸より高くなることなどにより高潮被害が発生します。 

 令和 2年 8月に大阪府が発表した「高潮浸水想定区域図」では想定し得る最大規模（※）

の台風が最悪の経路で大阪府域に接近した場合、西成区も浸水が想定される区域に指定 

されており、高潮の被害が想定されています。 

浸水想定区域図 

(※)中心気圧 910hPa（室戸台風級）、最大旋衡風速半径 75km（伊勢湾台風級）、移動速度 73㎞/h、 

経路は室戸台風を想定                   ➮【参考資料①】過去に大きな潮位偏差が生じた台風 

 


